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1.はじめに

近年，日本各地におけるニホンジカの採食による森林植生の変化や造林木の被害が報告されているが，こうした森林被害に関して時系列でまとめられた報告例は少ない．こうした観測は食害が顕著になってから開始されることが多いため，被害が顕在化していない時期からの長期的なニホンジカの生息密度変化と植生変化の関係はほとんど知られていない(梶2006)．そこで本研究では，九州大学宮崎演習林において，ニホンジカの密度が低かったと想定される時期からの植生情報や造林木の被害情報を過去の研究･業務報告から抽出するとともに，林地で業務を行った演習林職員から聞き取り調査を行うことで，ニホンジカの生息密度変動と植生，造林木に対する影響の経年変化を明らかにすることを目的とした．同時に宮崎演習林で継続的に行われているスポットライトセンサス法と糞粒法を用いて最近の生息密度を推定し，1980年代から2000年代にかけての植生の変化とニホンジカ生息密度の関係について考察を行った．
2.試験地と調査方法

調査地:三方岳団地(12-37林班)の大藪地区，広野地区，丸十地区を調査対象地とした．
聞き取り調査と施業履歴･文献調査:1970年代以降の三方岳団地におけるニホンジカと植生の変化について，演習林職員に聞き取り調査を行った．また造林台帳から，新規植栽造林地の施業履歴と改植の有無を各年毎に収集した．さらに1970年代以降三方岳団地を対象として行われた研究報告から，植生や造林地･ニホンジカに関する情報を収集した．
スポットライトセンサス:2005年の秋から三方岳団地の幹線林道6.4kmにおいて年2回，各回3日間調査を行った．可視範囲の測定により，探照面積を算出した．各調査日の個体数を探照面積で除し，これらの平均から各月の相対的な生息密度指標値を得た．
糞粒法:スポットライトセンサスを行った三方岳団地の幹線林道周辺において90ｍの調査ラインを20本選定した．そのライン上に10ｍ間隔で1ｍ×1ｍの方形区を設置し，計200個の方形区について枠内の原形をとどめている糞粒数を記録した．調査データと月平均気温をプログラムFUNRYU Pa(池田2005;池田ら2006)にあてはめ，推定生息密度を算出した．
3.結果と考察

聞き取り調査と施業履歴･文献調査から1976年以降にニホンジカの目撃頻度が増加し，下層植生の優占種であったスズタケが消失するとともにニホンジカの不嗜好性植物が増加したことが明らかになった．また聞き取り調査から1976年から1984年の間にニホンジカが増え始め，1986年にはスズタケの消失が始まり，2001年にはその9割が消失したことが明らかになった．人工林施業では1980年代まで行われていたスズタケの除去処理が1991年以降行われなくなった．また1987年以降は造林木へのニホンジカ食害対策が行われ，1997年からは造林地のネット設置による食害の防止が図られた．ニホンジカは1976年以降の10年間の内に下層植生や苗木の生育に影響を与えるほどその生息密度を増加させ，スズタケは15年間でほぼ消失したことになる． 
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次に2005年秋から2010年春にかけてのニホンジカ生息密度指標の変動を示す(図-1)．スポットライトセンサスの値では，春期と秋期を比較すると春期がやや高い水準で推移したが，明瞭な年変動は認められなかった．糞粒法による値は，2009年秋を除いてライトセンサスの値と同様であった．三方岳団地では継続的にスポットライトセンサスによるニホンジカの生息密度調査が行われており(矢部と小泉2003；小泉ら2004)，1999年から2001年までの秋期における密度指数はそれぞれ37.8，41.6，21.9頭/km2である．本研究で計測した2005年から2010年までの密度指数もこれらと同様であり，ニホンジカが高い生息密度を維持していることが示された．
4.おわりに

本研究では研究報告や業務資料などの文書データの蓄積が十分ある地域では文書データの調査や聞き取り調査から数年単位でのニホンジカの生息密度の増加や植生の変化を検出できる可能性があることを明らかにした．このような文書データは前もってニホンジカの生息密度を推定するために記述されてきたわけではない．ニホンジカによる影響に限らず特定の森林に起きる未来の攪乱を前もって予測することは困難であるから，長期的な視野に立って森林管理を行うためには可能な限り幅広い分野において文書データを蓄積し，データベースを構築することが重要である．下層植生からスズタケが消失し公園的景観に変貌した三方岳団地における森林管理の方向性を定めるためには，継続的なデータの蓄積と解析が今後も必要とされている．
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図-1 三方岳団地におけるニホンジカの生息密度指標変動








